
＿，’‘ 

_,. 

事務所； （ 1 6 0）東京都新宿区百人町 3-2 3 -1 国立科学薄物館内

原福宛先： ( 1 1 3）東京都文京区弥生 1-1 -1 

東京大学農学部森林動物学教室 樋口広芳

電 話：東京（ 03) 364-2311 振替：東京 1-6 5 9 9 

⑨日本鳥学会の現状について⑨

本会の現状については［号J1 0 0号に述べられているが、その後の経過や問題点について書

いてみたい。

率直ι言って、今春以来会務の手講ちゃ渋滞などについて会員諸兄から苦情をいくつか頂戴し

ているo 会務の遅滞の主要な理由は、小生が海外語査に出張し、帰国後も約 1ヶ月間あまり会曹

のお世話をする乙とができなかったためである。しかし、本会の運営が再び転換期を迎えている

のも事実であろう。というのは、数年前K事務所を移転した時の本会はまったく破産同然の状憲

であり、その再建のためには、設々は第三者から見れば随分でしゃぼったととをしたと思うが、

また相当のエネルギーを注ぎ込んできたわけである。幸い、経営状態は格段仁よくなり、危慢は

完全に脱出した。しかし、役員も幹事もそれぞれ自分の仕事をもっており、危慢惑がうすれれほ

会務より自分の仕事そ優先させるのは当然であるロ乙の辺iζ も会務の渋滞を生じる理由があっ土

のではなかろうか。小生としては、非常時から平時体制に適応して行く必要を感じている。と iζ

かく、本会が数年前と比べて見違える程健全になっているのは明らかであるが、運営K関し改善

すべき点があるのも事実である。

f島jの逼集・刊行 本年4月より編集委員は阿部学、樋口広芳、竹下信雄の 3氏となっf二o

また、 「烏Jは今年度より従来の号教を廃止し、毎年 l巻刊行の季刊紙となっfこ（但し、当分 1

号、%号、 4号の 3冊が発行される）。 26巻 1号は 7月に発行され土が、%号の発行が今まで

遅延したのは申し訳なb、。しかし、遅延の理由，t.主として印刷屋との交渉の不手際にあり、現編

集陣は精力的iζ仕事にとりくんでくれているので、今後はもう少し順調に行く筈であるo 事実、

2 6巻4号はすでに初校が出ているので、意外に早くお手許に届けることができると患う。来年

度も今年度同緩年 3冊出版の積りである。年4冊の定期発行が勿論理想的だが、そうなるにはあ

と数年を要するであろう。蓑々としては定期発行を第ーに、内容の充実を第二に考えて行く。

日本鳥学双書の復刊 学習研究社の御協力を得て、日本烏学双書を復刊することとし、その第

1号として小林桂助・張英彦著「台湾の鳥類相jを本年5月lζ刊行した。第 2号はネチャエフ著

（藤巻裕蔵訳） 「南千島の鳥類J （来年4月刊行予定）である。南千島は日本固有の領土である

が、ゾ連』ζ不当iζ占領されていて、我々自身で南千島の鳥類を議査することは現在不可能である。

日本鳥学双書復刊のそもそもの目的は、 「南千島の鳥類Jの翻訳を出版し‘我々の南千島の鳥類

に寵する知議の空白を少しでも埋める乙とにあった 9 ところが、丁度その頃小林佳助氏が「台壇

の鳥類相」の刊行を企画されており、その出版も本会が引き受ける乙とになった次第である。第

3号についてはまったく未定であるが、折角復刊した以上、 l年乃至 1年半に 1冊くらいの割合



で出して行きたいものだと思っている。そのためには、 「烏Jの編集とは別に烏学双書露集委員

会を設け、金画を検討してもらうのが望ましく、次回評議員会でそれを提案したL、。

度務幹事の増員 会運営の業務のなかでかなりの労力を食うのが封筒・葉書類の宛名書きであ

る。乙の仕事は今まで会計の竹下、 JII内両君がやってくれていた。しかし、会計の帳簿づけと宛

名書きでは川内君の負担が特に大きく、気の毒な乙とであった。先日庶務幹事を公募したと乙ろ、

石原由雄氏と大塚豊氏からお手伝いの申出でがあり、会頭の翻了解の上、お二人に問事幹事をお

願いした。乙れに伴い、宛名書きの業務を事務所に移し、川｜内君に通常会計を、宗近君に特別会

計を受け持ってもらう乙とにした（竹下君は編集委員となる）。乙れで多少とも余裕が出れば結

構である。

例会 昨年度は例会を 5回開催しているが、本年度はまだ2回しか行なっていない。例会につ

いてはいろいろ問題があるが、結局責任を持って世話を引き受けてくれる人がないと定期的に開

催することは困難である。今後例会を増やすか語らすかも、いつに世話係次第である。

評議員の選出法について 評議員は 2年毎の選挙により選出される乙とになっているが、過去 a、
2回の評議員選挙は多分に翼餐選挙であったととは否定し得なb、。乙の乙とについて、昨年の評

議員会に改善の提案が出されていたのであるが、改善策がないままに再び前回と同じ方法で選挙

を行なったのであった。しかし、評議員会においても今までの選挙法でよいと考えている人はお

そらくいないと思う。小生としては評議員・役員として次のような条件を考えているo

1) 評議員・役員は実質的に会の発展K貢献する自発的意志のある者から選ばれるべき乙と

（肩書き評議員は御免である）

2) 評議員・役員はでき得る撮り広く人材を求めるとと〈ズルズル留任iζ反対する）

名簿による自由投票は理患的であるが、乙の場合どうしても全国的に名の知られた有名人が選ば

れることになる。しかし、例外はあるが、有名人は誰かがやってくれると患い、自分は肩書きに

請足している場合が多い。現在でも本会の運営を支えてくれているのは大家ではなく、若い諸君

である。もしフリーの選挙をやれば、肩書き評議員とズルズル留任者がほとんどを占めてしまう

だろう。乙の辺に問題のむずかしさがある。会員から良い提案があれば是非御意見を寄せて下さ

い（但し返事はど勘弁下さい）。

会員数および会費の納入試況 登録会員数は約 54 3名 ClO月末現在）である（うち名誉・

終身会員26名）。会員数は昨年度・本年度共増加している。但し、名誉会員・終身会員・幹事

を除く約51 1名のうちの 21 6名が昭和 52年度または昭和 51・52両年度会費の滞納者で a、
ある。滞納3年以上の会員はすでに名簿から除いてあり、現在の会員は全員入会を続ける意志の

ある方と思われるが、会費は是非年度始め（4月 1日｝までに納入して欲しL、。会費の帯納は本

会の経営iζ穴をあけるのみでなく、何倍もの事務的労力がかかることを衛費察願いたい〈例えば

督促状を出す手閥、 「鳥Jをあとで個別に発送する手間などがある）。なお、会費の納入には郵

便振替がいちばん手軽で安い方法である。

内田基金の創鐙 故内田清之助名誉会頭の毎遺志として、翻遺疾から金50万円の釘寄付を頂

戴した。乙の寄付金の使途について評議員会で弄議の結果‘元金は内田基金として特別会計の定

期預金に繰り入れ、利子分のみを研究その他適切な用途に支出できる乙ととなった。なお、内田

基金の拡充のため毎寄付下さる会員があればありがたいと思う。

〔付記〕 上記の一文は筆者個人に文責がある。大喪については異論がないと思うが、他の評

議員・幹事の意見と一致しない点もあり得る。 森周 弘之
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⑨お知らせ⑨

昔r 原構／切

r.鳥」 27巻 1号の原稿〆切目は 1月31日です。投稿l扇情は本会事務所宛でなく、！原稿宛先

へ送付して下さも、。

* 制限頁および別刷代

「鳥」に投稿した論文が 10頁を越えた場合は、超過頁代として超過分の l印刷頁につき、

1 o. 0 0 0円を頂戴します。なお、 10印刷頁分の原稿は 40 0字詰原稿用紙約 50政分ですが、

図、写真、表などがあればその分だけスペースが少なくなります。長い原稿を投請される方は事

前に編集委員と毎栢談下さ L、。別刷料金についても従来その場その場で請求してきましたが、震

定料金を決めましたe 「鳥J2 7巻%号 10 5頁を毎覧下さ L、。

* 会費納入について

F‘ 会費は会計年度の始め（毎年 4月 1日）までに納入して下さ L、。会費の納入には郵便振替がい

ちばん便利で安い方法です。 f烏J2 6巻 4号に印制した郵便振替用紙を同封しますので、是非

それを御利用下さい。なお、会計事務軽減のために、数愛息込鈴強以え託銀鰐之

発行致しません（領収証の必要な方は請求して下さい）。

合 鳥学会ニュースの康福募集

鳥学会ニュースは今まで幹事からのお知らせをのせてきましたが、次号から会員の意見や投書

や苦情も掲載したいと患います。 40 0字詰原稿用紙 1牧以内くらいの投稿を歓迎します。なお

投稿の採否については幹事におまかせ下さし、。

第 17回国際鳥学会議出席旅行のご案内

,.. 

。来年6月4日より 11日まで西独ベルリンにて第 17回国際烏学会議が開催されますo

つきましては参加予定者又は考慮中の皆様に、交通公社では個人渡航よりずっとお得

な首記会議出席旅行を計画し、皆様のど便宜をはかりますので、ご希望の方はど連絡

下さし、。

。「第 17回国標高学会議出席旅行Jの概要

旅行期間：昭和 53年 6月2日幽～ 6月13日拠（ 1 2日間〉

(A・Bコースとも）

旅行費用： Aコース〈東京～ベルリン～東京）

議国際会議全日程参加コース

¥ 4 8 5, 0 0 0 

Bコース（東京～ベルリン～アムステルダム～スヒール

モンニコーク島～へJレゴーランド～東京） ¥ 5 6 9, 0 0 0 

※国際会議一部出席と北海沿岸渡り鳥探鳥コース

。詳細のお問い合せ先：〒 10 5東京都港区虎の門 1-15-16

日本交通公社海外旅行虎の門支店

担当畳間宛電話（03)504-1741 
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